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さか 


AV ケー ブル や AC ア ダブ プター (別売 り ) の プラ ヴ は し っ か り と 筐 まで 療 し 
込ん 々 で くだ さい 。 プ ラグ が 奥 ま で 差し 込ま れ て いな いと 、 テ レロ 画商 に 休 も 
具 ら な か っ た り 直 莉 が 測れ た りす ずる 井 が あり ます 。 









ーー ニー tr ee ーー マン 


り ょ 


Me っ 
(マー ク は 谷 量 の 倍 下 に 伴っ て 点 減 が は や く な り ます ) 


よう りょう 


は ナス タル ヤー 
@ 画 面 が 乱れ る 、) 消え る 、 動か な い 、 映ら な いな どの 症状 が 出る 場合 が あり ます 。 


こう か ん 


この よう な 場合 は 、 い っ た ん 全て の 電池 を 新しい 電池 (1.5V) と 交換 し て 
テス ト し て くだ さい 。 


| この 度 は 、 弊 社 製品 を お 買い 上 げ い た だ きま し て 、 説 に あり が と う ご ざ いま す 。 弊社 で は 、 よ り 良 い 製品 を お 届け する | 
| た め に 、 常 に 研究 ・ 改 良 を お こ な っ て お り ま す 。 その た め 、 生 産 ロ ッ ト に より 多少 仕様 が 異な る 製品 が ご ざい ます が 、 

| ご 了承 くだ さい 。 品質 に は 万 全 を 期し て お り ま す が 、 万 一 お 気づき の 点 が ご ざい まし た ら 、 下 記 ま で だ 連絡 く だ さい 。 | 
」 〒300- 4193 次 城 県 土浦 市 藤沢 3647-5 

| (株 ) エ ポッ ク 社 お 客 様 サ ービス セン ター [電話 受付 時 間 ] 


月 金曜 日 ( 祝 ・ 日 及 び 六 人 日 を 除く )10 時 18 時 、 13 時 こ 17 時 | 
し TEL. U ど う - に リー "5/89 (は 関 伺い の な いよ う 、 よく 了 か め て か ら お か け くだ さい 





発売 元 


ss エリ の 社 
会 社 = 1 [ 
東京 都 台東 区 駒形 ら -8-8 

〇 藤子 プロ ・ 小 学 館 ・ テ レビ 朝日 ・ シ ン エ イ ・ADK 
@⑥2006 EPOCH CO.,LTD. 

@⑥2006 SSD COMPANY LIMITED 

MADE IN CHINA 


軒 木 製品 の 輸出 、 営 業 使用 お よび 賃貸 を 禁じ ます 。 
賠 本 製品 に は ※aviX“ や テク ノロ ジー が 使わ れ て いま す 。 
較 災 aviX% は 新 世代 株 式 会 社 の 登録 商標 で す 





eSSZE さ 3 ニ i Teen すい と マミ 一 SW s も 86: こす アァ テ ラ に 41 9) で る あっ 2 の で ニニ ュー で 


ーーー ーーーーーーー wa 


と りあ つか い せつ めい しょ 


了 折 説明 書 








ちあ つない せつ い しょ が めん し ゃ し ん し ょ うり ん \ は つ ち う 


※ パ ッ ケ ー ジ や 取扱 説明 書 の 画面 写真 お よび 商品 は 、 開 発 中 の も の で す 。 
仙 際 の 画 箇 や 商品 と 多少 中 な る 場合 が あり ます 





だ い | じょう ね ん 9 さい じゃう 人 いと アル カリ 電池 を 
対象 年 齢 3 以 上 3 た 直人 GE 中 贅 3:i(EiOE3MEt Ne の だ (62) と し <、 
⑥ 薩 子 プ ロ ・ 小 学 館 ・ テ レビ 朝日 ・ シ ン エ イ ・ADK @2006 EPocH CO.,LTD. @2006 SSD COMPANY LIMITED 


か な ら と りあ つか い せつ 』 めい 』 し ょ 


遊ぶ 前 に 必ず 取扱 説明 書 を よく 読ん で か ら 使用 し て くだ さい 。 


と = ミー テニ ュー ャ ーー を ーー) > で チーー ュ チチ ペニー ニュ ミチ ニー ュー ンー まこ ーー ニー マニ ーー ) "ーー デ ェ ュー ニー 
スス ニュ we に 
ーー 0 ー 夫 
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AS まな ほ 記 


。  /N 注 意 ( ち ゅ うい ) 
ほ ご し ゃ か た か な ら よ 
保護 者 の 方 へ 必ず お 読み くだ さい 。 
@ 小 さ な 部 口 が あり ます 。 日 の 中 に は 絶対 に 入れ な いで くだ さい 。 誤 息 な どの 危険 が あり ます 。 
AV ケー ブル を 首 に か け て ふざけ た り 、 吉 早 に 交 ば な いで くだ さい 。 路 息 な どの 危険 が あり ます 。 
AV ケーブル を 描 な ど に 巻き つけ た り し な いで くだ さい 。 血 が か よわ な く な り 危 険 で 
@ 誤 餅 、AV ケ ー ブ ル に よる 事故 の 危険 が あり ます の で 、3 ば 未満 の お 子 様 に は 絶対 に 与え な いで 
くだ さい 。 
@ 淫 明 氏 は 交 包 材 で す の で 開封 後 は すぐ に 捨て て くだ さい 。 湊 明 袋 を 頭 か ら 被 っ た り 顔 を 妊 っ 
た り し な いで くだ さい 。 緊 息 する 恐れ が あり ます 。 
@AC ア ダ プ ター ー (人 売 り ) を 便 才 する 場合 は 選 ず 「 テ レビ に つない で すぐ プレ イシ リー ズ 専 用 」 
の 未 価 用 AC ア ダ プ ター を 使用 し て くだ さい 。 
@ 施 ん だ 後 は 、 3 寺 未 減 の お 予 様 の 手 の 馬 か な い 記 に 保 傘 し て < だ さい 。 
(電池 を 誤 使用 する 発熱 破 製 6 ・ 流 滑れ の 恐れ が あ り ま す 。 下 記 に 注意 し て くだ さい 。》 
@ 赤 電 式 (ニカ ド な ど ) 電 池 は 、 絶 対 に 使用 し な いで くだ さい 。 
@ 苫 い 竜 池 と 新しい 番 池 、 いろ いろ な 種類 の 電池 を まぜ て 使わ な いで く だ さい 。 
@ 間 池 は 、) 必ず ー (マイ ナス ) 食 を 発 に 入れ キー( プ ラス マイ ナス ) を 下 し く セ ッ ト し て くだ さい 。 
@ 放 ん だ 後 は 、 必 ず ス イ ・ ッ チ を 切り 、 聞 を は ず し て く だ さい 。 
ショ ー ト させ た り 、 充電 
@ 方 一 、 電池 か ら も れ た 溢 が 自 に 次 っ た し と き は 天 人 の ※※ で 読 い 、 農 世に 失 蘭 し て くだ さい 。 
ひ ふ や 上 湖 に 付い た と き は 水 で 洗 っ て くだ さい 。 


し よう 上 の て = い 


@⑯ 製 沿 の 機能 上 、 電 池 容量 の 低下 し た 電池 を 使用 し た り 、 cs 


映ら な か っ た り 、 ) し な いな ど 正 常に 機能 し な い 場合 が あり ます の で 、 そ の 場合 は 全て の 電池 を 新しい 電 
池 (1.5V) と 交換 し て くだ さい 。 

@ 破損 . 政 誠 ・ 交 珍 の 原 財 と な り ま す の で 、AV ケ ー ブ ル を 引っ 張っ た り 、 夫 体 、 ハ ンド ル 、 レ パー な ど に 無理 な カ 
を 加え な いで くだ さい 。 

@ 本 体 の 文字 区 を 必要 以上 に 強く 指 撫 し た り 、 た た いた り 、 路 み つけ た り し な いで くだ さい 。 

〇 落と レ た お り 、 強い 衝撃 や 無理 な カ を 加え な いで く だ さ い 。 

@ 恥 線 の 原因 に な り ま す の で 、 ケー ブル を 抜 く 時 は 必ず プラ グ 部 分 を 持っ て 抜い て くだ さい 。 

@ 菩 演 多湿 の 場所 や 直 身 日光 が 当たる 場所 で の 使用 や 保守 は 行わ な いで くだ さい 。 

⑤ 分 解 や 改造 は 行わ な いで くだ さい 。 

⑤ 防水 性 は あ り ませ ん 。 水 に ぬ 」 ら ・ さ な い で く だ さい 。 

ら 6 立体 画 像 は イ ラス ト 的 に 簡素 化 し た 部 分 が ある た め 、 本 物 と は 異な り ます 。 

@⑨ 立体 画像 は 見 る 角度 に よっ て は 、 ちら つく 場合 が あり ます が 、 才 簡 で は あ り ませ ん 。 

@ 援 続 する テレ ビ に よっ て は 、 ゲ ー ー ム 中 の 菩 の 大 き さ と テレ ビ 千 組 な どの 普 の 大 き さ に 差 が ある 場合 が あり 
ます 。 そ の よう な 場合 は 、 テ レビ 番組 を 切り 替え る 時 に 音 便 を 調節 し て くだ さい 。 

@ プロ ジェ クシ ョ ン テ レ ビ ( ス クリ ー ー ン 投影 方 式 の テレ ビ ) に 接続 し な いで くだ さい 。 
後 現象 (画面 焼け ) が 生じ る こと が あり ます 。 

@ 電池 を 廃棄 する 場合 は 、 各自 治 体 の 条件 に 従っ で て 廃棄 し て く だ さい 。 


@ 夫 製 口 は 日 本 国内 専用 で す 。 海 外 で は テレ ビ の 構造 ・ ・ 放 送 形式 な ど が 異な り ま す の で 使用 で きま せん 。 


けん こう じょう ちゃ ぁゃ う い 
「 の 注意 

@ 導 労 、 詞 妥 不 中 体調 不 、 飲 酒 し て いる 方 、 病 中 病後 医師 か ら 激しい 運動 を 制限 され て いる 方 、 竹 如 
て いる 、 も し く は 手 娠 の 可能 性 が ある 方 な ど は 遊ば な いで くだ さい 。 

@ 体 に ケガ な ど 異 常 が ある 時 は 、 、 絶 対 に 遊ば な いで < くだ さい 。 

@ 疲 れ た 状態 や 連続 し て 藤 時 間 に わた る 使用 は 、 健康 上 好ま し く あ り ませ ん の で 避け て くだ さい 。 

@⑥ ご < まれ に 、 強 い 光 の 刺激 や 点 減 を 腕 け た り 、 テレ ビ 画面 な ど を 見 た り し て いる 時 に 、 一 時 的 に 筋肉 の けい 
れん や 意識 の 衰 失 な どの 症 状 を 起こ す 人 が いま す 。 こう し た 症状 を 経験 し た 人 は 、 ゲー ム を する 前 に 必ず 
医師 と 相談 し て くだ さい 。 また 。 ゲ ー ム を し て いて この よう な 症状 が 起き た 場合 に は 、 が ー ム を 止め 、 医師 の 

診察 を 受け て くだ さい 。 

@ ゲ ー ム 中 に めまい ・ "吐き 気 療 労 感 乗り 物 酔い に 似 た 症 状 な ど を 感じ た 場合 は 、 汗 ち に 使用 を 中 止 し て く 
だ さい 。 その 後 も 不快 感 が 続い て いる 場合 は 、 医師 の 診 ク 察 を 受け て くだ さい 。 

生 ゲ ー 人 ム を し て いて 、 手 や 腕 な ど に 疲労 、 不快 な 痛 み を 感じ た と き は 、 ゲー ム を 中 止 し て くだ さい 。 その 後 も 靖 み 、 
不 選 感 が 続い て いる 場合 は 、 医師 の 診察 を 受け て くだ さい 。 それ を 怠っ た 場 合 長期 に わた る る 障害 を 引き 
起こ す 本 性 が あり ます 。 了 

@ 目 の 導 労 や 乾燥 異常 気づい た 場 合 、 一 引 使 用 を 中 止 し 5 分 か ら 10 分 の 休憩 を し て くだ さい 。 

@ 他 の 要因 に より 、 、 手 や 腕 な どの 一 "部 に 深溝 が 物 め られ なり 導 れ で いる 場合 に は 、 ゲー ム を する と と に よっ て 、 
悪化 する 可 朋 性 が あり ます 。 その よう な 場合 に は 、 届 ム を する 前 に 医師 と 相談 し て くだ さい 。 

⑯ ゲ ー ム を する 時 は 、 部 屋 を 明る くし 、 な る べく テレ ビ 画 面 か ら 離 れ て くだ さい 。 また 、 長 時 間 ゲ ー ム を する と き は 、 
1 時 間 ご と に 1 5 分 程度 休憩 し て くだ さい 。 
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@ 安全 上 の 注意 、 使 用 上 の 洋間 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 
人 箇 全便 2bouttidehei2e8DaedipeeWi 二 た wSHval s の 
@ セ も セット 内 宮 、 者 部 の 名 称 ・・・・・ ュ トト て ・ ュ トト ーー 4 
@ 電池 の 入れ 方 、AC ア ダ プ ター、 オ ー ト パワ ー オ フ ・・・・・ 5 
| 柱 学 人 00 人 ui Eee あ e SE せ あ La 6 
夫 y 
和 本 本 交 wa > る 二 導 Ye Aa 
@ メ ニュ ー、 モ ー ド の お わり か た 、 だ いぼ うけ ん ・・9 
あり らら ルル > ャ rmt EE eeen 02* nt*・ 1 1 
間 か 。rete: だ 学 才 9 条 ep 12 
時 me 13 
生え 0 て か キャタ mm aw re oe て で る を た 生 で タテ evw at 14 
⑤ す つう 人 1 5 
) グ イ " 3 16 
@ タ ケ コ プター ゲー ム 、 ス ペー スゲ ー ム 17 
| @ り っ た い ず か ん 、 ボ イス さい せい ・・・・ ド バー ババ ーー 18 
- 


る いっ と っ て で > 






本 体 ( モ ノラ ラル A V ジー ー ブ プル 付属 ) 
地 肖 前 

・ 保 証書 

・ な まえ & キ ャ ラク ター シー ル 


で て ん げん 


博 ス イッ テ 
/ 2 97 // = 
/@ 計 
ae 
時 赤 ボ タン 
黄 ボ タン 
AV ケー ブル 





本 生 り ちの タ ー タ が 
| @ な まえ 8& キャ ラク ター ー シ ー ル 





。 ・ な まえ シー ル は 、 名 前 を 書い て 
本 体 の 見 える と ころ な ど に 貼っ て 、 
お 也 様 が 名 前 を 覚え る の に お 役 立 電池 ブタ AC ア ダ プ ター 
て くだ さい 。 ジャ ッ ク 


※% 名 前 を 書く と き は 、 放 葉 ペ ン を 信 則 し て < だ さ 
キャ ラク ター シー ル は 、 PP ae 
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EE 


AG あな 2 1 に た YO Et で っ ET さと あー ペ っ と 





1 . プラ ス の ドラ イ バ ー を 使っ て ネジ を は ず し 、 
電池 ブタ の ツメ を ひっ ぱり な が ら あ け ま す 。 


グ の. 竜 他 の 一 (ブラ スマ イナ ス ) の 向き に ツメ 
革 意 し て 、 図 の よう に アル カリ 単 3 形 
] 電 寺 ( 二 ュ 
〔L R 6〕 電池 4 本 (別売 り ) を 計 あ ブッ 


マイ ナス 側 か ら セ ッ ト し 、 坦 池 ブタ を 
と じ て し っ か り と ネジ て 止め て くだ さい 


ほん た い て ん ち じ 


本 体 の 電 池 國 は アル カ リ 電 使用 時 て 
約 8 時 間 て す 。 合用 状況 、 電池 の 種類 、 
電池 容量 (1.5 V) 以下 な ど に より 

短く な り ます 。 

製品 の 機能 上 、 電池 容量 の 低下 し た 電池 を 
使用 し た り 、 使 用 中 に 電池 容量 が 低下 し て 
くる と 画面 が 乱れ た り 、 映ら な いな ど 
正常 に 機能 し な い 場 合 が あり ます 。 

その 場合 は 、、 す べ て の 電池 を 新しい 電池 


(1.5V) と 交換 し て くだ さい 。 





※ ア ルカ リ 堤 池 を ご 使用 くだ さい 








OAC ア ダブ ター ( 競 り ) を 使用 する 場 本 
すぐ プレ イシ リー ー ス 和 用 。 の 玉 伯 月 AC ア ダブ ラー を 使用 し て くだ さ 
〇 AC ア ダブ プター (別売 り ) て 遊ぶ 場合 き は 、 電池 は 必要 あり ませ ん 。 


890 PPr 導 か 本 体 の 電源 を 切っ た 


じょう た い お こ な 


状態 で 行っ て くだ さ 





に ゅ うり ょ く 


電池 を 全 用 し て ん て で いる と き に 、 ハン ドル や レバ ー、 放散 て の 操作 や X 連 を 
何 も せ ず に 約 15 六 経過 する と 、 自動 的 に 電源 が オフ に な り ま す 。 


ほん た い よう 


また 、 本 体 用 AC ア ダ プ ター (別売 り ) を 使用 し て いる と き に 約 16 時 間 放 置 する と 、 


が オア かり ます に 時 ッ な 合 は 、 再 度 電源 を . 
入れ 直し て くだ さ 


ニニ ーー ニー に 


る るい ビ の 2 0 ェ 
2 電 a で に に グ の ) 
Sb 


2 ョ ー ア そ 4 e そっ 1 ョ アベ ま さ * \- 間 
で ヘー ンー ニーー っ すこ ティ アッ Pe ミー ナマ ー 3 
ッッ 044 で さす すさ ミア 生 っ て 
OO ここ っ で っ キー で こつ デー プー 2 の 


の し 5 
の て He NE の KN くい の NE こい を 











1 , 付属 の モノ ラル A V ケ ー ブ ル を 使用 し て テレ ビ と 推 続 し ます 。 


\ ち だ ん さ 


本 体 上 側 の すき ま (一 彼 下がっ た と ころ ) か ら ケ ー ブ ル を 出し て くだ さい 。 


※ 


2. AV ケー ー ブ ル を テレ ビ の 外部 入力 端 に 


AV ケー ー ブ ル や AC ア ダブ プター ( 絢 吉 り ) の ケー ブル は 、 本 体 や 本 体 の 支柱 


な ど て 踏み つけ な いよ う 注 意 し て くだ さい 。 of 
本 体 で 踏み つけ て し まう 。 





AC ア ダ プ ター 
(別売 り ) ジャ ッ ク 


ほん た い ほん た い 


本 体 や 本 体 の 支柱 な ど を 
よ け て ケー ブル が 攻 へ 出る 。 


ぶ に ゅ うり ょ く た ん し せつ ぞ く 








※ 人 AV ケー ブル は し っ か り と 鎧 ま て 差し 込ん て くだ さい コ 
トト ケー ー プ we 作 ccu が yp グ 部 分 を 
お 





ぷ に ゅ うり ょ く < た ん し 


 ※ テ レビ に 外部 入力 端子 が な い 場 人 5、、 テ レビ に 接続 され た ビデ オデ ッ キ を 通し て 接続 する 


と りあ つか いせ つ めい し 


こと が て きま す 。 詳し く は ビデ オデ ッ キ の 取 抽 説明 書 を よく お 読み くだ さい 。 


※ テ レビ の 『 和 力 切 り 普 え ボタ ン 』 な ど を 押し て 、 外部 入力 し た 映像 が 映る よう に 





ちょ う せ い い ぶ に ゅ うり ょ く た 


調整 し て くだ さ い 。 テ レビ の 外部 入力 端 そ 、 入力 切り 替え に つい て は テレ ビ の 


と りあ つか いせ つめ いし 


取扱 説明 書 を よく お 誠 宛 み くだ さい 


し た 前 が 
ゅ うり ょ く 


ビデ オ 入 力 2 の 場合 は 


に ゅ うり ょ く き 


人 力 功 り 普 え ボタ ン な ど 
を 押し て 、 ビデ オ 2 の 


えい ぞう 


映像 が 映る よう に し ます 。 














































アル ファ ベッ ト ひら が な 
(て 22 
各 マ ス の 左下 、 
黄色 い 好 の 上 に 
書か れ て いま す 。 
カタ カナ 数 字 (0-20) 
みぎ も た ひだ り し た 
ひら が な の 右 下 に 各 マ ス の 左下 、 
書か れ て いま す 。 水色 の 丸 の 上 に 
書か れ て いま す 。 
すむ 」 1 
立体 図鑑 て イラ スト を メニ ュー」 
進め る と き な ど に 使い ます 。 メニ ュー 画面 に 戻る と き に 
使い ます 。 
も と る 」 
立体 図 第 て イラ スト を 
戻す と き に 使い ます 。 
か きじ ゅ ん 」 本 トド 」 
か きじ ゅ ん を 義 示 する クイ ズ な ど て 
と き に 使い ます 。 ヒン ト を 見 る と き な ど に 
ン 使い ます 。 
FE て 「 ア クシ ョ ン 」 
イラ スト を 上 下方 向 に あい うえ お ポー ド な ど て 
回 転 し た り 、 大 冒険 て イラ スト を 動か す と き な ど 
スピ ー ド を 調節 する に 使い ます 。 
と き に 合い ます 。 ku 
赤 ボ タン 
メニ ュー て 決定 し た り 、 
イラ スト を 拡大 する と き な ど に 
使い ます 。 
「 イ ラス ト 」 ハン ドル 1 
表示 中 の イラ スト や メニ ュー を 選ん だ り 、 黄 ボ タン 
文字 を か える と き に イラ スト を 左右 方 向 に 回 転 し た り 、 イラ スト を 縮小 し た り 、 
つか いま す 。 大 冒険 て 左右 に 動く と き な ど に 入力 し た 文字 を 消す と き な ど に 


使い ます 。 使い ます 。 


て 1 ・ で ァ こい 9 』 けさ ょ いい た て ー ン た が チイ 3 MK っ ン 。 いよ る みた 、 グミ 04 NN 
ビィ 1 9 4 3 3 H wi ーー マ で イリ さ PR PP まま 、 和 ae に ご る ば も ま 
0 ーー: いら Us で M の 過 還 ーー ンー テイ Yi 生ま ペー すこ (いさ いら も 7 た うつ PV いい UK ーー ンー も = 


ジー ニー ンー イー で ニー モー キー まし ーー ンー ーー 





電源 を 入れ る と 、 名 前 人力 画 向 に な り ます 。 
まい か いで ん げん い た び に ゅ うり ょ く 
※ 名 前 は 、 回 電源 を 人 れる 度 に 人 力 する よう に な っ て いま す 。 
付属 の な まえ シー ル を 見 える 位置 に 貼る な ど し て 、 名 前 の 
も じ ぼ くだ 
聞 を 覚え る の に お 役立て くだ さい 
に ゅ うり ょ さき すす 
・「 メ ニュ ー」 を 押す と 、 名 0 
・ ハ ンド ル を 操作 し て 「 く ん 」、「 ち ゃ ん 」 を 選ん て くだ さい 








且 | Noy | 
えら ぶ E 較 に 
- も じ を け す 人 けっ て いす る 目 還 | 






例 ) 











ー メ 。 ゃ 人 す と か て きま すず 
隊 た 3Ep か rs 


oyey 0 eews 
「・ 」 を 押し ます 。 


苦 了 間 RT 
~ は ん だ く て . 


半 濁点 を つけ た い 「 文 字 」 を 押し て か ら 
」 を 押し ます 。 


小さ い 「 や 」 し ゆめ 」 骨 半 YE 
小さ い 「 や 」「 ゆ ゅ 」「 ょ 」 を つけ た い 
「 字 」 を 抑 し て か ら 

お 
小さ い 「 や 」「 ゆ 」「 よ 」 を 押し ます 。 










た 一 「 た 」 十 「 一 」 
に や いあ ん r じ ゃ いあ ん 」 ど X 才 したい 遂 千 は 、rL」+ 
十 「 や 」 十 「 い 」 十 「 あ 」 十 「 ん 」 し 
・ 萬 ポ タン また は 「 も どる 」 を 抑 す と 六 力 し た 凛 を 一 文字 ずつ 消す こと が で きま す 。 
・「 す すむ 」 凍 す よみ ペー (が 村 # さ が ます 
・ 名 前 の 入力 が て きた ら 、 赤 ボ タン を 押し て くだ さ 。 ド ラ え も ん が 名 前 を 呼ん て くれ ます 。 
・ も う 王 度 、 計 ポ タン を 押す と タイ トル 8euey。 


※ 人 力 て きる 文字 は 、 ひら が な 8 文字 ま て て す 。 

※ 小 さい 「 ぁ 」 「 い 」 「 「 え 」 「 お 」 は 入力 て きま せん 。 

※ 小 さい 「 っ 」 の 位置 は 、 _ 少し 間 を あけ て 再生 され ます 。 

※ 長 音 fa は 、 前 の 文字 の 包 療 (あい うえ お ) て で 再生 され ます 。 
「 ん 」 の 後 の 長音 「 一 」 は 「 ん 」 て 再生 され ます 。 





で 5 オプ ロ - か 琶 了 ・ 222 ラン はり 4 
ね <OO06 SS ミロ て OM テ ART LITEO 


























っ テー で "の どこ ニテ ュー デニ マデ テト こも る て 





@ タ イト ル 下 箇 

名 前 の 人 力 が 終わ る と タイ トル 画面 に な り ます 。 
・ タ イ トル 画面 で = ュー」 を 押す と メニ ュー 画面 
に な り ま す 。 

・ タ イト ル 画 面 て 文字 盤 を 押す と 、 

「 ひ ら が な ボー ド 」 の モー ド が は じ ま り ます 。 
⑮ メ ニュ ー 画 面 
の 丘 ュー 画面 て ハン ドル を 左右 に 操作 する と 
モー ド を 選ぶ こと が で きま す 。 


・ 赤 ボタ ン を 押す と 、 そ の モー ド が は じ ま り ます 。 


・ 各 モー ド て 問 ん で いる 表 中 に 「 メ ニュ ー」 を 抑 し て 
いく と 、 メ ニュ ー 画 面 に 戻る こと が で きま す 。 


ラ え も ん た ちと ぼう けん に 出かけ て 、 ド ライ ブ ご っ こ | 
で 江 し yo が 506 が 和え 衝 Cas エ ー ド て 
@ コ ー ス 選択 
・ だ いぼ うけ ん に は 、「 ふ ゆ し ぎの も り 」、「 上 ふしぎ 
の うみ 」、「 ひ みつ の くに 」 の 3 つの コー ス が 
あり ます 。 に 了 っ | 
・ ハ ンド ル て 行き た い コ ー ス を 選ん で 、 赤 ボタ ン て で 


けっ て い 


決定 し て くだ さい 。 


- 緒 ポ タン の マー ー ク が 出 て いる 画 面 て は 赤 ボタ ン を 押す と 
画面 が 進み ます 。 


・ レ バー ー を 前 に 倒す と 、 前 に 進み は じ め ます 。 
2 ー を 倒し 続け る と スピ ー ド が 上 が り 、 
手前 に 戻す と スピ ー ド が 下がり ます 。 

・ ハ ンド ル を 操作 する と 左右 に 動き ます 。 

・ 草 に ぶつ か っ て も 大 丈夫 て す が 、 操作 が 上 手 に 
な っ て きた ら 、 ド を 上 げ て 草 を よ け て 
楽し ん で くだ さ 





7AYI く こと さと YY を コー っ と こら チー< VS と Se たこ 1 は < 
ベッ ァ デ < ロ TS も ママ IS2 へ に に っ 。 か まい 












E+ ユー ニニ と = っ ニー ニー ニニ に Te キア mk どす YE HP アー すす 
ロ 9 たと し ほう に に Sa Mk mn 7 の よこ そい キャ 
し | LM レニ て 全 。 コ w じす も の 2 は づ す で うす ずっ な "1 こ =『 ま 
こっ ド 


Ss の に 2 まさ OH yo し EE Sa 22 





























・ し ば らく 進む と 、 厚 曽 に きら きら と 何 か が 玖 れ 、 
の り も の か 自動 的 に 止ま り ます 。 
・ 赤 ボタ ン を 押し て くだ さい 。 


・ 現れ た イラ スト の 名 前 に は 、 い くつ か の 空欄 が 
あり ます 。 2 

・ 〇 に 入る 文字 を 選ん て 文字 盤 を 押し て くだ さい 。 

・ ま ち が え て も 正解 する まで 入力 で きま す 。 

・ ヒ ント を 近 す と 、 イ ラス ト の 名 前 を 聞く こと が 
で きま す 。 


せい か い 


・ 正解 し た ら 赤 ボ タン を 皇 し て 発 に 進み ます 。 


か い せい か い 


・ 周 じ よ う に 繰り 返し て 、 全 部 で 6 回 正解 する と 
冒険 が 終わ り ます 。 


※ ど の イラ ス ト が 出る か は ラン ダム で す 。 


ボ 


う ざき 


・ 操作 方 法 は 、 ふ し ぎの も り と 同様 て す 。 

・ 操 作 が 上 手 に な っ て きた ら 、 ス ピー ド を あげ て 
あぶ く を よ け た り 、 わ ざと あぶ くに ぶつ か る よう に 
走っ た り し て 楽し ん で くだ さい 。 


69 油 


alu, 


作 方 法 は 、 ふ し ぎの も り と 同様 です 。 
角 い 箱 C?@ マ ー ク ) が 出 て くる と 、 の り も の が 


動 的 に 止ま り ま す 。 


寺 


人 入 


yi 


デ 
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ーー すず すく チル で 失 ゴリ 1 YW あと 生 時 7 ょ あて こい - ーー メー な ニタ 4 た ニー ーー ーー ニー ーー ニー ーー ニュ - テー エー ニー ーーー さ こっ マ ei 
い Wi けど な, ニャ キー ニュ き と まれ とこ Ji と いさ すう - ん ie TPmOCN < に 2 む で さり に 8 5 - ー 
い 1 - 
由 この 
NGX5) ン ェ / 党 5 
ー と ーー と W B L で た デイ ュ テ マ 由 
ョ に コ F と こ + 
こと コト rw a の いで と テー つ 4 「 ェ ゃ きつ の (ポン ニャ ウニ ゴー Ye 3 て 
に ーー ンー キー ニー ーー チー チャ ーー デー ニー ニー ニモ ーーー ニー ニー ニーーーー ーー テニ ーー ニュ ーー Se 衣 に を" きま 7 pa 


Cs すか 」 っ ーー デ ミ ア 
エコ ュ ーー em みず P ャ ーー ジー ピー そら ーー 

















| 

| が めん 

ニュ ー 画 面 て 「 ひ ら が な 」 を 選ぶ と 、 ひ ら が な の 

上 ニュ ー 画 面 に な り ま す 。 ーー こ 3 ュー ーー 
| 「 ひ ら が な ボー ド 」「 ひ ら が な か る た 」「 ひ ら が な クイ ズ 」 | 本 ae 

| の 中 か ら 選 ん て 、 赤 ボタ ン を 押し て くだ さい 。 

| 1 B 

| 

| 

| 」 

| 文字 盤 の 大 き な 文 字 「 ひ ら が な 」 を 使い ます 。 ハン ドル を 符 て 、 イラ スト を 左右 に 交 ッ ン 、 介 ッ ン を 作っ て . イラ スト 

| | 個 繋 させ る こと が て きま す 。 | を 拡大 、 縮小 す る こと が で きま す 。 

| ( 6 


文字 艦 の いずれ か の 文字 を 押す と 、 そ の 文字 で て はじまる 
名 前 の イラ スト や その 文字 が 画面 に 表示 され ます 。 





レバ ー を 使っ て 、 イラ ス ET 画面 に 「 ア クシ ョ シリ 」 の マー ク が 出 て いる 
回 符 さ せる こと が て きま す 。 | イラ スト は 、「 ア クシ ョ ン 」 を 押す と 、 
| 功 た り 、 普 が 出 た り し ます 。 
も う ご 度 「 ア クシ ョ ン 」 を 久 す と 止ま り ます 。 


_ 
Er ニー ニー て た アム: まこ ここ て ユエ 「。 守る 12 『 9 " 守 エ キ で ュ う ま *a を に とら ー し 





| シン WC | 下草 に 表 水 され た 六 ま と 問 じ 文 を 導 攻 か ら 挽 し て 

ES ーー 抑 し て くだ さ 

| 「 あ 」 を 押す と も う ご 度 「 あ 」 を 狗 すか も う 衣 「 あ 」 本 仙 す か まち が えて も 入職 する まで する こと が て きま す - 

| 「 あ いす くりーむ 」 の 「 イ ラス ト 」 を 押す と 「 イ ラス ト 」 を 押す と ・「 ヒ ント 」 を 押す と 、 そ の 文字 と イラ スト の 名 前 を 聞く 
イラ スト が 義 示さ れ ま す 。 「 あ り 」 の イラ スト が 「 あ 」 が 表示 され ます こと が でき ます 。 






表示 され ます 。 ・ 10 交 正 解す る と 、 終 わり に な り ま す 。 





東 
語 包 . 販 琵 思 





| も う 一 虐 二 る ' 、。. 。 を と 還 に 表示 され た イラ スト の 名前 の 吾 着 に 入る 文字 を 
| も う 一 度 「 あ 」 か 「 イ ラス ト 」 を 押す と 「 あ いす くり 一 む 」 に 戻り ます 。 | 文字 角 か ら 探 し て 押 し て くだ さ 
| ・ 同様 な 操作 方 法 て いろ いろ な 文字 を 押し て みて くだ さ ( ー ー まち が えて も 下 鐘 する ま て カ す る こと 2 2 
| ※ 文 字 ご と に 表示 され る イラ スト の 数 は 異な り ます 。 昌和 の の 人 を 聞く こと が 
| ※ 小 さい 「 や 」 「 ゆ 」 いよ 」 は 』 5 長音 に 、 濁点 「w』 。 て 1 作り と て 0 きま す 。 お の 
| 半 濁 点 「o」 は 、 書 き 順 表示 は あり ませ ん 。 き 順 が 表示 され ます 。 “ 「 0 ・10 問 正 有 解 する と 、 終 わり に な り ま す 。 
、 お うち の か た へ EE お うち の か た へ 

Step1 ボー ド : い ろ いろ な 文字 の か た ちや 音 を の び のび と 学ぶ た め の モ ー ド て す 。 | 本 来 、 ひ ら が な は 1 年 生 に な っ て か ら 習 う も の て す 。 幼児 期 に 文字 に 興味 を 持っ た り 、 

| 、 Step2 かるた: 画面 て 見 た の と 同じ 文字 を 探し て 入力 する モー ド て す 。 | | ひと つ で も 文字 を 読め る よう に な っ た と き は 、 た くさ ん た くさ ん ほめ て あげ て くだ さい 


| step3 クイ ズ : 0 に は えり 表 の すれ な 0 の 文字 を 理解 し て いな いと 正 朋 て きま せん 。 ほめ られ る こと て で 子ども も 自信 が つい て 、 ま すま す や る 気 が 芽 生え ます 。 





ER 


いい に ト 2 の 32 


4 お 3 こ いい : で 【 ミュ P が に e うー 4 コ 
OR リー よい ーー て で まっ で か まこ Wus は な 
に ニー ニー で ペー に た UK イン 1 ペイ PICO GUMU そ の むつ と うっ TRGMSPcT 年 ニー ニー 








・ メニュー 画面 て 「 カ タカ ナ 」 を 避 ぶ と 、 カタ カナ の ・ メ ニュ ー 画 面 て で 「 え い ご 」 を 問 ぶ と 、 え い ご の 
メニ ュー 画面 に な り ま す 。 メニ ュー 画面 に か なり ま す 。 

・「 カ タ プー ド い (097 が を みう ナタ の ・「 え い ご ポ ボード 」 、「 え い ご エー ーーー 
中 か ら 選 ん て 赤 ボ タン を 押し て くだ さ ( 中 か ら 選 ん て 、 赤 ボタ ン を 押し て くだ さ 


文字 盤 の 各 マス の 大 下 の 小さ な 支 
「 カ タカ ナ 」 を 使い ます 。 





NO= え らぶ 。 代 け っ て いす る < 〇 ご え S ぷ 借 けっ て いす る 





な いよ う 


※ カ タカ ナ の モー ド は 、 す べ て ひら が な と 間 じ 肉 吾 を 
カタ カナ 表記 に し て いま す 。 





ひだ り し た きい ろ まる 


区 の 省 マ ス の 年 下 、 黄色 の 凶 の 上 に 書か れ た 文字 
「 ア ル ラ ファ ベッ トド ト ) を 使い ます 。 


・A か ら Z まで の アル ファ ベッ ト と 横 単 語 を 学ぶ 


・ カタ カナ を 学ぶ モー ド て す 。 5 モー ド で ず 。 
・ ひ ら が な ボー ド と 同様 な 操作 方 法 て 楽し ん で くだ さい ・ ひ ら が な ボー ド と 同様 な } 作法 て A か ら Z ま て 
の 信和 北 を 仙 っ て 肖 し ん て くだ さ 


SAS 本 一 文字 に 
つき 、。 ひと つ ず つの み で す 。 


じゅ ん ひょう じ 


※ え い ご ボー ド に は 書き 順 喪 水 は あ り ま せん 。 








びょう じ 


osE 、 人 
に 表示 さ れ た みあ と 問い を 文字 盤 か ら fp た アル ファ ベッ ト と 租 ァ ルフ ァ 


ル 


が 











し て 押し て 


まち が えて も 症 衣 する ま て 2 お する こと が て きま す 


「 ヒ ント 」 を 押す と 、 そ の 文字 と イラ スト の 名 前 を 
聞く こと が で きま す 。 


も ん せい 


・10 痢 正 角 す る と 、 終 わり に な り ま す 。 


が めん くう らん はい 


下 間 に 夫 示 され た イラ スト の 名 前 の 伴 科 に 入る 


文字 を 文字 盤 か ら 探し て 押し て くだ さい 


- まち が えて も 離 する まで 人 罰する こと が て きま す 。 
Th 必 か その イラ スト の 名 前 を 聞く 


こと が でき ます 。 


と が が て 


1 人 位 す る と 終わ り に な り ま す 。 








ー き の ム ご 二 ンー 
(NN 9 に 


お うち の か た へ 


ベッ ト を 文字 盤 か ら 探し て 押し て くだ さ 


. まち が えて も 正 騰 する まで 人 する ご と が て きま す 。 
・ 「 ヒ ン ' を 押す と 、 その アル ファ ベッ ト と イラ スト 


の 名 前 を 聞く こと が て きま す 。 


も ん せい 


・10 和 正解 する と 、 終 わり に な り ま す 。 


が めん SSE な まえ 


・ 画 面 に 表示 さ され た イラ スト の 名 前 の 空欄 に 入る 


文字 を 文字 衣 か ら 探 し て 独 し て くだ さい 。 


・ ま ち が え て も 正解 する まで 入力 する こと が で きま す 。 


「 ヒ ント 」 を 押す と 、 その イラ スト の 名 前 を 聞く 
こと が て きま す 。 


も ん せい か い 


10 出自 般 する と 、 終 わり に な り ま す 。 


お うち の か た へ 
、 功 児 期 に ひら が な と カタ カナ を 同時 に 覚え させ よう と する と 、 子 ども は 大 変 で す 。 幼児 期 に 本 物 の 英語 の 音声 に 慣れ 親しむ こと は と て も 重要 で す 。 
1 2 し 1 こ さ て 5 ' ゃ ピ ゃ 8 Me 
1 導 生 の 中 に あ わあ カ グ カ ナ 人 は し た ぐさ ん 舘 おれ で いま す テレ ビ か ら 出 て くる 音声 を 聞く だ け て な く 、 一 緒 に 声 に 出し て 楽し ひこ と を お すす めし ます 。 


| 無理 に 教え 込ま ず に 、 子 ども が 興味 を 持っ て 質問 し て きた ら 少 し ずつ 教え て あげ る と いい で し ょ う 。 





2 
PE で : あ ほぼ 品 貞 まな は ほ 沼 出 


ぶ 、 2 か 流 R ご _- 
4。 ィ =1 に * 「 生 も ニー 
y っ て 3 この いい 
2 Ni ロ の ENP こる 2 明記 移 2 コ 生 人 ー ン こ い こ の 





・ メ ニュ ー 箇 面 て 「 す うじ 」 を 選ぶ と 、 

すう じ の メニ ュー 画面 に な り ます 。 

間 和 本 TECLS 
の 中 か ら 選 ん て 、 ーー の 


に まき も あつ 
上 は (は EEI Ei ETFa 
ミ ーー チ 
OHIREISI IT の ツ 災 
NIRIPSI ミ 
W 久 ー 
| 時 を 8W 5 
応 に ) で 


HO えら SN 。 人 @ け っ て いす る 。 





og っ g TE 水 の 上 に 書か れ た 
「 数 字 」 を 使い ます 。 


0 か ら 20 ま て の 数 字 を 学ぶ モー ド て です 。 

・ ひ ら が な ボー ド の モー ド と 同様 な 操作 方 法 て 
0 か ら 20 ま て の 文 基 を 借 っ て 沙 し ん て くだ さい .。 
※ す うじ ボー ド の モー ド て 表 示さ れる イラ スト は 
回 転 な どの 操作 を する こと は て きま せん 。 
※10 一 20 は 書き 願 表 示 は あり ませ ん 。 


人 に 肖 示さ れ た 芝 ま と 税 じ 飲 を 六 工 か ら 棚 し て 
押し て くだ さ 

よら が えて も 下 s ま で カサ ョ こと が て きま す 
・「 ヒ ント 」 を 押す と 、 その 数 字 を 聞く こと が て きま す 。 


ヒン と だ 


・10 立 般 す る と 、 終 わり に な り ま す 。 


めん 


面 に され た イラ スト の 数 を 数 えて その 数 字 を 


じ ば ん 


文字 般 か ら 探し し て 押し て くだ さ 
. まち が えて も 離 する ま て バカ する こと が て きま す 。 


"世に 


数 え くれ ます 。 
: 10 本 する と 、 終わ り に な り ま す 。 





お うち の か た へ 


、 算数 の 基本 は 、 数 を 数 える こと て す 。 すう じ ク イズ の ヒン ト 指 能 を 使う と 、 画面 の イラ スト を 
| ひと つ ず つ 拡大 し な が ら 、 ド ラ え も ん の 声 て 数 えて くれ る よう に な っ て いま す 。 は 


| 


、 た くさ ん 聞い て 、 一 緒 に 声 に 出し て 数 える こと を お すす めい た し ます 。 








ント を 失 す と 、 ドラ えも ん の 所 て イラ スト の 数 を 





・ メ ニュ ュー 画面 で 「 ク イズ 」 を 選ぶ と 、 クイ ズ の メニ ュー ., 
画 剛 に かり ます 。 
3 導 診 の 中 か ら 閣 び た い ク イズ を 臣 ん で 、 衝 ポタ ン を 


押し て くだ さ 


上 の 捧 に シ ル エッ ト て 義 き れ た イラ スト と 
同じ も の を 下 の 3 つ か ら 選 ん て 管 え る クイ ズ で す 。 


・ ハ ンド ル を 使っ て 管 え を 選び 、 赤 ボ タン て 決定 し ます 。 
・ ま ち が え て も 正解 する ま て 答え る こと が て きま す 。 
・「 ヒ ント 」 を 押し て いく と 、 少し ずつ シル エッ ト に 
色 が つい て いき 、3 向 押す と 、 管 え を 表示 し ます 。 

. 10 簡 年 龍 する と 、 終わ り に な り ま す 。 

お うち の か た へ 

シル エッ トク イ ズ て は 、 例え ば 、 か ぷと むし な の に わざ と ツノ が 見 えな い 角 度 て 出題 する 
問題 な ど が あり ます 。 ひら が な ボー ド の モー ド で イラ スト を 回 転 さ せ て 、 ツ ノ が 見 えな い 
角度 の か ぶ と むし を 表示 させ た り 、 人 鉛筆 や 大 根 を 先端 か ら 眺 ゆめ た りな ど し て 、 物 体 を 

いろ いろ な 角度 か ら 見 る と 違っ た か た ち に 見 える こと を 一 緒 に 楽し ん で あげ て くだ さい 。 


が めん ちゅう おう 


画面 の 中 央 て 回 転 す る イラ スト と 同じ も の を 
下 の 3 つ か ら 選 ん て 秋 え る クイ ズ て す 。 


・ ハ ンド ル を 使っ て 符 え を 選び 、 赤 ボ タン て 決定 し ます 。 
・ ま ち が え て も 正解 する ま て 答え る こと が て きま す 。 


だ い か いて 


・「 ヒ ント 」 を 押す と 、 管 えと 同じ 向き て 問題 の 回 転 が 
止ま り ま す 。 


・10 問 正解 する と 、 終 わり に な り ま す 。 
お うち の か た へ 


42 Pr 数 、 位置 な ど 、 いろ いろ な 男 か 物体 を くら べ る 力 が 必要 に な り ま す 。 
. 難し い 問 題 に 正解 し た と き は 、 お お げ さ に 喜ん で あげ て くだ さい 。 


と どう し て 分 か っ た の か ?」 を 質問 する と 、 co うか 。 


ひょう じ 


画面 の 赤痢 義 され る イラ スト を 赴 え て 
昌和 


・ ハ ンド ル を 使っ て 答え を 選び 、 赤 ボタ ン て 決定 し ます 。 
・ ま ち が え て も 正解 する ま て 答え る こと が て きま す 。 


・「 ヒ ント 」 を 押す と 、 も う 一 度肝 証 を 見 る こと が て きま す 。 
・10 導 正解 する と 、 終 わり に な り ま す 。 


お うち の か た へ 


後半 に な る と 、 出 題 の スピ ー ド も は や く な っ て いき ます 。 も し か する と 、 表示 され た イラ スト を 
0 名 前 て 覚え よう と する 大 人 より も 、 子ども の 方 が 得意 か も し れ ませ ん 。 





DC 


ESKI3DUSOS 





・ メ ニュ ー 和 曽 て 「 り っ た い ず か ん 。 

を 選ぶ と 、 ジャ ン ル を 選ぶ 画面 に な か り ま す 。 

「 ド ラ え も ん: 。「 お むし 」、 「 き ょ うり ゅ う 」 、 

「 どう ぶつ 」 6 「 や さい ・ くだ も の 」 い 0 も の 」 
の 中 か ら 選 ん て で て 、 ンー CSS さ し 
"ひらがな ボー ド 」 と 問 槍 な 折 作 攻 て イラ スト を 

回 転 、 拡 大 、 縮小 する こと が て きま す 。 

「 す すむ 」 を 押す と 、 次 の イ ラス ト を 表示 し ます 。 

MM 前 の イラ スト に 戻り ます 。 

「 ュ を 押す と メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 


り っ た い ず rm ぶん し ょ 


生還 の 説明 交 は 、 幼児 向け に な る べく 簡単 な 文章 
て 表 斑 し て いま す 。「 ほ た る 」 に も 光ら な い 種 類 が 
ある な ど 、 六 が めす レ も その 科す べ て の 折衝 る 


いい あら わし て いる と は 限り ませ ん 。 ご ず 承 くだ さ 


1 MA 


イラ ラス ネト の 中 
_ を 見 て くだ さ 


を ュー 画面 て か ラグー ゲー ー ム 。 を 選ぶ と 、 
ステ ー ジ を 選ぶ 画面 に な り ます 。 

5 用 % 3 の 順に 難し く な り ま す 。 
ステ ー ジ を 選ん て 、 赤 ボタ ン を 押し て くだ さ 


・ レ バー で ドラ えも ん を 操作 し て どら や き を 取る 
ゲー ム で す 。 


い / 












・ メ ニュ ー 画面 て 「 ス ペー スゲ ー ー ム 」 

を 選ぶ と 、 ステ ー ジ を 選ぶ 画面 に か なり ます 。 

『 - 四 、 3 の 順に 難し く な り ま す 。 

ステ ー ジ を 選ん で 、 赤 ボタ ン を 押し て くだ さい 





に 
に ゅ うり リ ょ く 


入力 し た 文字 を ドラ えも ん が 説 吉 み 上 げ て くれ る モー ド で す 。 
・「 な まえ に ゅ うり ょ く 」 と 間 じ 方法 て 文字 を 入力 し ます 。 








\ ン ドル を 僅 っ て 過 ド し し Oh で 【 ・ 納 ボタン を 押す と 入力 し た 文字 を 一 文字 ずつ 消す こと が て きま す 。 
・ ハン ドル を 使っ て 岩 を よ け な が ら 、 | に sr うぅ の 剛 ・「 す すむ 」 を 押す と スペ ー ス (すき ま ) を あけ る こと が て きま す 。 
| お で カッ 
あす Sr の | ・ 赤 ボタ ン を 押す と 、 画面 の 文字 を ドラ えも ん の 彦 て 読 売 みあ げ ま す 。 
5 ゆ し o 曽 、 動け な く な っ て | < ee | 旧 ・「 メ ニュ ー」 を 押す と メニ ュー 画 に 戻り ます 。 


※ 入 力 て きる 文字 は 、 ひら が な 18 文 字 ま て て す 。 
※ 小 さい 「 あ 」 「 い 」 「 う う 』 「 和え え 」 「 お 」 は 人 力 て きま せん 。 
※ 小 さい 「 っ 」 の 位置 は 、 少し 間 を あけ て 再生 され ます 。 
※ 長 音 時 は 、 前 の 文字 の 還 音 ( あい うえ お ) て 再生 され ます 。 
「 ん 」 の 後 の 長音 「 一 」 は 「 ん 」 て 再生 され ます 。 









お うち の か た へ “ ' EE 
の きき 方 は 、 細 と 鍵 を 使っ て の び の びと 練習 する の が 一 番 て す 。 | 「 六 字 の あめ 
、 書 き 順 の まち が いや 鏡 文 字 (左右 反対 の 文字 ) な ど は 、 誰 で も みん な 当たり 前 に し て し まう こと | 6 を 見 て くだ さ ーッ (⑧) 
、 て で す 。 あ まり 細か く 注 意 する より は 、「 書 く こ と が 楽し い 」 と 思え る 環境 を つく っ て あげ る こと | 。 お うち の か た へ ーーーーーー 
| が 大 切 か と 思い ます 。 ニコ 1 日 /- ラマン ヾ [ 1 
、「 ボ イス さい せい 」 の モー ド て で の コミ ュ ニ ケー ショ ン 遊 び だ け て な く 、 紙 に 書い た 手紙 を あげ た あけ だ St 生 衝 の Le と 


| りす る と 、「 読 みた い !」「 書 で だ た 0 と いう 気持 ち が よ り い っ そう 高まる こと で し ょ う 。 | あげ る な どの コミ ュ ニ ケー ショ ン 遊 び を お すす めい た し ます 。 





